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吉 武 仲 之
乱流発生に対する quadraticmodelのように一次元差分系は,力学系の新 しい性質の発見や


































の損失を伴わずに透過するが, トンネル障壁 (トンネルバリア)内でエネルギーのや りとりを
伴った非弾性過程をとる確率があり,それが トンネル素子の電流,電圧特性の微細構造として
現れる｡
それで,このトンネルバリアに有機分子を吸着させておくとこの分子の振動モー ドとトンネ
ル過程の電子が相互作用をするため,非弾性 トンネリング(インエラスティックトンネリング)
を通して,その分子振動を観測することができる｡
∫
この分子振動は,50m｡Ⅴ-500meV(400-,4000cm-1)に当るものである｡
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